
は
旧
字
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
こ
の
時
点
で
の
人
名
用
 
 

漢
字
は
、
新
字
と
旧
字
が
混
 
 

新
し
い
人
名
用
漢
字
九
百
 
 

八
十
三
字
が
ま
も
な
く
公
示
 
 

さ
れ
る
。
今
回
は
四
百
八
十
 
 

八
字
の
大
幅
な
追
加
だ
。
常
 
 

用
漢
字
が
千
九
百
四
十
五
字
 
 

だ
か
ら
、
こ
れ
で
合
計
二
千
 
 

九
百
二
十
八
字
が
子
の
名
に
 
 

使
え
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
 
 

し
漢
字
の
専
門
家
の
眼
か
ら
 
 

見
る
と
、
こ
れ
ら
二
千
九
百
 
 

二
十
八
字
の
字
体
は
非
常
に
 
 

お
か
し
な
選
定
が
な
さ
れ
て
 
 

い
る
。
新
字
と
旧
字
が
使
え
 
 

た
り
使
え
な
か
っ
た
り
と
、
 
 

全
く
一
貫
性
が
な
い
の
だ
。
 
 

下
の
表
で
は
、
子
の
名
に
使
 
 

え
る
漢
字
に
○
を
、
使
え
な
 
 

い
漢
字
に
×
を
付
け
て
み
 
 

た
。
な
ぜ
こ
ん
な
変
な
こ
と
 
 

に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
 
 

実
は
こ
の
背
後
に
は
、
人
名
 
 

用
漢
字
の
全
く
一
貫
性
の
な
 
 

い
度
重
な
る
方
針
変
更
が
あ
 
 

る
。
 
 

戸
籍
法
規
則
に
起
源
 
 

子
の
名
に
使
え
る
漢
字
を
 
 

制
限
す
る
と
い
う
考
え
方
 
 

は
、
昭
和
二
十
二
年
の
戸
籍
 
 

法
施
行
規
則
に
始
ま
る
。
出
 
 

生
届
に
書
く
名
を
当
時
の
当
 
 

用
漢
字
表
千
八
百
五
十
字
に
 
 

制
限
し
た
も
の
で
、
漢
字
制
 
 

た
だ
な
か
 
 

限
論
の
真
っ
只
中
で
お
こ
な
 
 

わ
れ
た
。
当
時
の
当
用
漢
字
 
 

表
は
新
字
へ
の
移
行
の
途
上
 
 

に
あ
り
、
た
と
え
ば
欧
や
栄
 
 

瑚
謂
机
「
付
釘
 
 

め  

が
、
清
や
嬢
 
 

と
人
名
に
関
し
て
は
様
子
が
 
 

追
っ
て
い
た
。
当
時
の
法
務
 
 

府
民
事
局
は
、
当
用
漢
字
字
 
 

体
表
の
み
な
ら
ず
当
用
漢
字
 
 

表
の
字
も
引
き
続
き
子
の
名
 
 

に
使
っ
て
よ
い
、
と
い
う
見
 
 

解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
た
 
 

と
え
ば
、
清
や
嬢
な
ど
の
当
 
 

用
漢
字
字
体
表
の
字
だ
け
で
 
 

ざ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
四
年
告
示
の
当
 
 

用
漢
字
字
体
表
は
、
当
用
漢
 
 

字
の
字
体
を
新
字
に
一
変
す
 
 

る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
で
当
 
 

用
漢
字
の
旧
字
は
一
掃
さ
れ
 
 

る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
 
 

なも噛か魁な選定高  字
大
幅
追
加
 
 

新字から旧字中心主義に大転換  
い
て
も
民
事
局
は
同
様
の
方
 
 

針
を
貫
き
、
告
示
さ
れ
た
字
 
 

体
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
の
旧
 
 

字
も
新
字
も
子
の
名
に
使
え
 
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
 
 
 

当
用
漢
字
表
が
廃
止
 
 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
六
 
 

年
に
常
用
漢
字
表
が
内
閣
告
 
 
 

は
な
く
、
清
や
嬢
な
ど
旧
来
 
 

の
当
用
漢
字
表
の
字
も
使
っ
 
 

て
よ
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
 
 

の
結
果
、
人
名
用
漢
字
で
は
、
 
 

多
く
の
字
で
旧
字
と
新
字
の
 
 

両
方
が
使
え
る
こ
と
と
な
っ
 
 

た
。
昭
和
二
十
六
年
と
五
十
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一
年
に
内
閣
告
 
 

一
驚
」
れ
た
人
名
 
 

用
漢
字
表
に
つ
 
 

一助教授などを経て現職。著書に「文  
字コードの世界」など。  

示
さ
れ
、
当
用
漢
字
表
が
廃
 
 

止
さ
れ
た
結
果
、
人
名
用
漢
 
 

字
も
大
き
く
方
針
を
変
更
せ
 
 

ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
旧
 
 

字
は
基
本
的
に
子
の
名
に
使
 
 

え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
 
 

あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
に
は
例
 
 

外
が
あ
っ
て
、
当
用
漢
字
表
 
 

の
結
果
、
た
と
え
ば
嬢
は
引
 
 

き
続
き
子
の
名
に
使
え
る
こ
 
 

と
に
な
っ
た
が
、
清
は
カ
ツ
 
 

コ
書
き
で
示
さ
れ
な
か
っ
た
 
 

の
で
子
の
名
に
使
え
な
く
な
 
 

っ
た
。
い
わ
ば
新
字
中
心
主
 
 

義
と
も
い
え
る
こ
の
方
針
 
 

は
、
平
成
二
年
の
人
名
用
漢
 
 

の
字
の
う
 
 

ち
、
常
用
 
 

漢
字
表
に
 
 

旧
字
と
し
 
 

て
カ
ツ
コ
 
 

書
き
で
示
 
 

さ
れ
た
も
 
 

の
だ
け
 
 

は
、
当
分
 
 

の
間
、
使
 
 

用
を
認
め
 
 

る
こ
と
に
 
 

な
っ
た
。
 
 

人
名
用
漢
 
 

字
許
容
字
 
 

体
表
二
百
 
 

五
字
が
そ
 
 

れ
だ
。
一
」
 
 

字
の
追
加
で
も
踏
襲
さ
れ
、
 
 

こ
の
際
に
は
催
や
耀
な
ど
新
 
 

字
の
み
の
追
加
と
な
っ
た
。
 
 
 

国
語
審
議
会
の
字
体
表
 
 

こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
人
 
 

名
用
漢
字
の
追
加
は
、
従
来
 
 

の
方
針
を
一
八
〇
度
転
換
し
 
 

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
今
 
 

回
追
加
さ
れ
る
四
百
八
十
八
 
 

字
の
大
半
は
、
鴎
、
侠
、
柴
、
 
 

填
、
横
、
擢
、
擢
、
錆
、
頑
 
 

な
ど
の
旧
字
で
あ
る
。
新
字
 
 

は
桧
と
祢
の
二
字
だ
け
で
、
 
 

旧
字
の
檎
と
禰
に
併
せ
て
追
 
 

加
さ
れ
る
も
の
だ
。
つ
ま
る
 
 

と
こ
ろ
今
回
の
追
加
は
、
旧
 
 

字
中
心
主
義
へ
の
大
転
換
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

人
名
用
漢
字
が
こ
の
よ
う
 
 

に
旧
字
中
心
主
義
へ
と
変
わ
 
 

っ
た
最
大
の
原
因
は
、
平
成
 
 

十
二
年
に
国
語
審
議
会
が
発
 
 

表
し
た
表
外
漢
字
字
体
表
に
 
 

あ
る
。
表
外
漢
字
字
体
表
は
、
 
 

常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
に
対
 
 

し
て
そ
の
標
準
と
な
る
べ
き
 
 

字
体
を
示
し
た
も
の
だ
っ
た
 
 

が
、
そ
の
内
容
は
旧
字
こ
そ
 
 

正
字
で
あ
る
と
一
言
わ
ん
ば
か
 
 

り
だ
っ
た
。
今
回
追
加
さ
れ
 
 

る
人
名
用
漢
字
は
、
も
ち
ろ
 
 

ん
常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
だ
 
 

か
ら
、
国
語
審
議
会
に
従
う
 
 

な
ら
旧
字
中
心
主
義
を
取
ら
 
 

ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
人
名
用
漢
 
 

字
に
は
、
新
字
旧
字
併
用
主
 
 

こ
ろ
 
 

義
だ
っ
た
頃
に
追
加
さ
れ
た
 
 

字
も
、
新
字
中
心
主
義
だ
っ
 
 

た
頃
に
追
加
さ
れ
た
字
も
あ
 
 

る
。
こ
の
結
果
、
全
体
と
し
 
 

て
は
、
新
字
と
旧
字
が
使
え
 
 

た
り
使
え
な
か
っ
た
り
一
貫
 
 

性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
 
 

た
、
と
い
う
わ
け
だ
。
ど
う
 
 

せ
旧
字
を
追
加
す
る
な
ら
、
 
 

も
っ
と
徹
底
的
に
欧
や
螢
や
 
 

清
な
ど
も
追
加
し
て
ほ
し
か
 
 

っ
た
、
と
思
う
の
は
私
だ
け
 
 

だ
ろ
う
か
。
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